
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

宮古市家庭教育支援チーム 

 （呼称：Asyl Kozawa（アジール コザワ）） 

（運営団体：小沢の里山をつくる会） 

 

②活動拠点 宮古市小沢二丁目６－３ 他 

③活動範囲 代表が所有する里山（林内）約 3.8ha 

④組織体制 

 

   ８ 人 

・ 森林インストラクター１人 

・ 看護師２人 

・ 元小学校教諭１人 

・ ツリークライミングジャパン資格取得者７人 

 

⑤活動開始年度 令和５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

小沢の里山をつくる会 代表 福原隆泰 

（TEL）090-3789-1270  （E-mail）setup385@outlook.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:setup385@outlook.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

所有する森林（里山）をフィールドとした体験活動 

 自然観察・学習会の実施 

 里山整備の手作業体験 

 ネイチャーゲームやアスレチックの体験 

 ツリークライミングを通じて樹木と友達になる体験 

 林内の散策により心身のリフレッシュを図る癒し体験 等 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他活動写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツリークライミングに

お父さんもチャレンジ 
豊かな自然に囲まれて

親子でリフレッシュ 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 活動をスタートして３年目。これまで通算１０回のイベントを開催した。年間

４～６回の体験会を開催しており、参加者総数は 100 名を超える。 

 親子を含めた多くの方々に、身近な里山が持つ多面的な機能を知っても

らうことで、森への感謝とともに森を守っていきたいという意識を育むことを

目的に活動している。また、五感で体験することにこだわりをもち、親子で

見て、触れて、聞いて、話して、匂う体験の機会を提供している。 

 日頃の広報や参加者の口コミで、徐々に宮古市内から小沢の里山を訪問

してくださる方が増えている。「イベント参加を通じて仲間が増えた」との声

もあり、保護者同士のつながりの機会が生まれている。また、「自然の中

でリフレッシュできた。」との感想も多く寄せられている。 

 ひとり親家庭の親子の参加もあり、ハンモックに揺られるなど、それぞれ

のペースで里山の空間を楽しんでいる様子が見られた。事業を通じて、里

山が親子にとって「癒しの場」「あそびの場」「学びの場」になっている。 

自然の中の雰囲気が、子どもたちの心のバリアを下げ、里山で世代を超

えた交流ができる一助となっていることが感じられる。引き続き、様々な世

代の居場所になることを目指し、林内の整備を進めることで市民の気持ち

が前向きになるような機会を創出していきたい。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 「いわての森林づくり県民税」県民参加の森林づくり促進事業等を活用 ） 

 


